
横浜市民生活白書

第２部

統計編

人口
■人口の推移

南区は泉区のほぼ2.7倍

区別人口
増加数のもっとも多い緑区

家族

婚姻は昭和62年以降、確実に増加。離婚はほぼ横ばいながら微増を続ける 減少傾向にある核家族率
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横浜は327万都市

■区別人口密度

■婚姻および離婚件数 ■核家族率

■区別人口



産業構造
■従業者数による構成

■事業所数による構成

減少をつづける農・林・漁業と卸売・小売業、飲食店

■市内総生産による構成

拡大する第３次産業の比率
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第３次産業従事者は全体の７割弱に



農業・漁業
■農業就業者の推移

農業就業人口は30年間で半分以下に

平成2年現在の専業農家数は1,030

戸。就業人口の47％は60歳以上と

なっている。

■漁業就業者の推移

漁業就業人口は微増

漁業就業人口の72％は金沢区に。

商業
■飲食店

商店数が低迷の中、販売額は好調

■小売業

減少を続ける商店数

■卸売業

商店数・従業者数とも順調な伸び
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貿易

■輸出入国

輸出入ともトップはアメリカ。
東南アジア諸国も合計では高い比率

■輸出入品

輸出入とも機械機器が主流

横浜税関管内のうち、横浜港のみの貿易額（平成４年）

輸出金額…総額72,478億円

輸入金額…総額25,056億円

工業

■業種別構成比(平成３年)

事業所数、従業員数、出荷額とも

重・化学工業が大半を占る
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水道・ガス・電気
■用途別使用水量

　増え続ける使用水量

■ガス消費量の推移

　変動が大きいガス消費量

■電気使用量の推移

　増える電力使用量

安全
■交通事故件数と死傷者数

　増加する事故件数と死傷者

■火災発生件数・損害額

　平成元年以降、再び上昇する火災発生件数
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労働
■企業規模別・男女別・年齢階級別の平均賃金（基準内賃金）（平成４年）

所得
■1人当たりの市民所得と国民所得の推移■産業別の1週間の所定労働時間（平成4年）

昨年より1週間で12分短縮

消費
■消費者物価指数

　安定が続く対前年上昇率
■家計支出

　増える教養娯楽費
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福祉
■社会福祉施設数

　ますます充実する老人福祉・障害者施設

医療
■医療施設数の推移

　着実に充実する医療施設

■区別病院数・病床数

　病院数は緑区、10万人当たり

　病床数では中区がトップ

公園
■公園面積

　整備が続く公園

■区別の公園面積

　金沢区の公園面積は瀬谷区の13倍強
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教育
■児童・生徒数

　減り続ける児童・生徒数

■進学率

　減少が続く高校卒業者の進学率（現役）

文化・スポーツ
■市内図書館の蔵書数と貸出数の推移

　充実する蔵書数

■市民利用施設の利用者数の推移

　スポーツセンター利用者が急増
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交通
■鉄道

　横浜駅の乗車人員、100万人に近づく

観光 財政
■観光客数

　上昇する宿泊客割合

■歳出決算額

平成３年度総額は２兆5,420億円
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